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新
成
人
と
し
て
心
新
た
に

　

1
月
8
日
、
越
前
陶
芸
村
文
化
交
流
会
館
で
、
平
成

24
年
成
人
式
が
開
か
れ
ま
し
た
。

　

式
典
で
は
、
関
町
長
か
ら
式
辞
、
山
本
清
道
町
議
会

副
議
長
、
島
田
欽
一
県
議
会
議
員
か
ら
そ
れ
ぞ
れ
祝
辞
を

受
け
ま
し
た
。
続
い
て
、
新
成
人
を
代
表
し
て
織
田
地
区

の
佐
々
木
英
美
さ
ん
が
町
長
か
ら
記
念
品
を
受
け
取
っ
た

後
、越
前
地
区
の
故
田
瑞
樹
さ
ん
、島
田
美
佳
さ
ん
が
「
社

会
の一
員
と
し
て
認
め
て
も
ら
え
る
よ
う
、
自
分
の
行
動
に

責
任
を
持
ち
、
自
ら
の
信
じ
た
目
標
や
夢
に
向
かっ
て
努

力
し
てい
き
た
い
」
と
誓
いの
こ
と
ば
を
述
べ
ま
し
た
。

　

参
加
し
た
新
成
人
は
、
成
人
に
な
る
こ
と
への
不
安
と
緊

張
と
と
も
に
、
自
身
の

未
来
への
夢
に
胸
を
膨
ら

ま
せ
てい
ま
し
た
。

　

午
後
か
ら
は
、
各
地

区
の
実
行
委
員
会
主
催

に
よ
る
「
成
人
の
つ
ど
い
」

が
開
か
れ
、
新
成
人
た

ち
は
久
し
ぶ
り
に
会
う

旧
友
や
恩
師
と
親
交
を

深
め
、
思
い
出
話
に
花
を

咲
か
せ
てい
ま
し
た
。

朝
日
地
区

織
田
地
区

宮
崎
地
区

越
前
地
区

新
成
人

　
  

お
め
で
と
う

A coming of
   age ceremony
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大
　
賞

城
崎
小
学
校	

六
年	

山　

田　

拓　

斗

「
水
仙
を　

届
け
て
あ
げ
た
い　

被
災
地
へ
」

 

奨
励
賞

城
崎
小
学
校	

一
年	

森　

下　

音　

和

織
田
小
学
校	

六
年	

笠　

川　

可　

音
 

佳
　
作

城
崎
小
学
校　

	

二
年	

竹　

内　

瑞　

葵

小
山
小
学
校	

五
年	

中　

嶋　

智　

香

織
田
小
学
校　

	

六
年	

伊　

藤　

敦　

基

城
崎
小
学
校　

	

三
年	

堺　
　
　

み
さ
き

城
崎
小
学
校　

	

四
年	

矢　

部　

晴　

己

 

大
　
賞

朝
日
中
学
校	

一
年	

福　

田　

美　

空

「
水
仙
を　

祖
母
と
探
し
て　

歩
き
け
り
」

 

奨
励
賞

朝
日
中
学
校	

二
年	

齊　

藤　

有　

未

越
前
中
学
校	

二
年	

荒　

木　

太　

一

 

佳
　
作

朝
日
中
学
校	

三
年	

坂　

井　

美　

空

越
前
中
学
校	

二
年	

坂　

口　

天　

将

朝
日
中
学
校	

三
年	

中　

上　

裕　

規

鷹
巣
中
学
校	

一
年	

山　

口　
　
　

諒

松
陵
中
学
校	

三
年	

島　

田　

佳　

奈

 

大
　
賞

仁
愛
女
子
高
等
学
校	

一
年	

仲　

下　

未　

憂

「
越
前
の　

か
に
ざ
ん
ま
い
の　

旅
の
宿
」

 

奨
励
賞

仁
愛
女
子
高
等
学
校	

三
年	

稲　

垣　

智　

誉

丹
生
高
等
学
校	

一
年	

青　

山　

未
彩
希

 

佳
　
作

仁
愛
女
子
高
等
学
校	

一
年	

斎　

藤　

真
由
香

仁
愛
女
子
高
等
学
校	

三
年	

泉　
　
　

桃　

花

仁
愛
女
子
高
等
学
校	

三
年	

小　

谷　

恭　

世

丹
生
高
等
学
校	

二
年	

和　

田　

麻　

美

丹
生
高
等
学
校	

二
年	

竹　

内　
　
　

大

 

大
　
賞

越
前
市	

	

山　

口　

美
智
女

「
独
り
居
の　

余
生
の
贅
や　

せ
い
こ
蟹
」

 

奨
励
賞

兵
庫
県	

	

西
村　

さ
よ
い
ち

敦
賀
市	

	

中　

井　

一　

雄

 

佳
　
作

愛
知
県	

	

小　

原　

あ
つ
子

兵
庫
県	

	

岩　

間　

康　

之

福
岡
県	

	

中　

川　

博　

明

南
越
前
町	

	

米　

野　

道　

雄

大
阪
府	

	

塚　

崎　

て
る
子

 

大
　
賞

四
ケ
浦
小
学
校	

六
年	

大　

江　

一　

成

「
か
に
に
乗
っ
て
」

歩
く
の
が
め
ん
ど
う
に
な
っ
た
の
で

想
像
し
て
み
る
。

山
を
歩
き
回
っ
て
い
る
か
に
を
つ
か
ま
え
て

中
に
乗
り
込
む
。

コ
ッ
ク
ピ
ッ
ト
に
す
わ
り
、

家
ま
で
の
ル
ー
ト
を
セ
ッ
ト
す
る
。

一
直
線
で
五
分
ち
ょ
っ
と
と
出
る
。

決
定
ボ
タ
ン
を
お
す
。

も
の
す
ご
い
速
さ
で

木
や
石
が
右
か
ら
左
に
飛
ん
で
い
く
。

石
の
段
差
で
小
さ
な
ジ
ャ
ン
プ
を
し
て

お
し
り
が
痛
く
な
る
。

最
悪
の
す
わ
り
心
地
の
ま
ま
家
に
到
着
す
る
。

乗
り
物
よ
い
の
た
め
、
し
ば
ら
く
ね
こ
む
。

お
や
つ
を
残
す
。

そ
の
日
は
遊
べ
な
い
ま
ま

夜
に
な
っ
て
し
ま
う
。

結
論
。

自
分
で
歩
い
た
方
が

一
番
得
だ
と
わ
か
る
。

 

奨
励
賞

糸
生
小
学
校	
三
年	

加　

藤　

真　

代

織
田
小
学
校	
四
年	
森　

崎　

智　

哉

 

佳
　
作

橿
原
市
立
真
菅
北
小
学
校	

六
年	

大　

枝　

夏　

希

さ
い
た
ま
市
立
仲
町
小
学
校	

一
年	

堀　

山　

嘉　

史

国
高
小
学
校	

六
年	

山　

口　

梨　

絵

城
崎
小
学
校	

六
年	

田　

川　
　
　

葵

城
崎
小
学
校	

六
年	

山　

田　

拓　

斗

 

大
　
賞

織
田
中
学
校	

一
年	

田　

中　

麻　

梨

「
フ
ラ
ワ
ー
メ
モ
リ
ー
」

「
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
、
た
だ
い
ま
。
」

ひ
さ
し
ぶ
り
に
会
っ
た

私
の
手
に
は
、
た
く
さ
ん
の
水
仙

そ
れ
を
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
に
渡
し
て

仏
壇
の
前
に
行
く
、
一
輪
だ
け
持
っ
て

「
帰
っ
て
き
た
よ
。
」

私
が
生
ま
れ
る
前
に
天
国
へ
行
っ
た
お
じ
い

ち
ゃ
ん
と

お
ば
あ
ち
ゃ
ん
に
会
い
に
行
く

そ
う
し
て
た
ら

「
た
だ
い
ま
。
」

皆
が
帰
っ
て
く
る
と
、
テ
ー
ブ
ル
の
真
ん
中

に
水
仙
を
お
く
。

私
が
帰
る
時
に
な
る
と

持
っ
て
き
た
水
仙
が
き
れ
い
に
咲
い
て

私
と
の
思
い
出
が

ま
た
一
つ
増
え
て
い
く
。

 

奨
励
賞

織
田
中
学
校	

二
年	

上　

田　

勇　

人

越
前
中
学
校　

	

三
年	

氏　

家　

茉
聖
子

 

佳
　
作

米
子
市
立
美
保
中
学
校	

三
年	

井　

田　

光　

穂

朝
日
中
学
校	

三
年	

冨　

山　

華　

花

朝
日
中
学
校	

三
年	

渡　

辺　

佑　

紀

名
田
庄
中
学
校	

三
年	

河　

原　

慎　

悟

織
田
中
学
校	

一
年	

林　
　
　

祐　

毅

 

大
　
賞

仁
愛
女
子
高
等
学
校	

三
年	

小　

木　

麻
莉
子

「
水
面
へ
」

ど
れ
だ
け
目
を
み
は
っ
て
も

到
底
か
す
ん
で
見
え
な
い
私

水
た
ま
り
作
っ
て
ど
う
す
る
ん
だ

海
に
で
も
な
る
の
か
い

ど
れ
だ
け
耳
を
す
ま
し
て
も

心
の
奥
底
は
返
事
し
て
く
れ
な
い

ド
ク
ン
ド
ク
ン
じ
ゃ
分
か
ら
な
い
よ

も
す
こ
し
ゆ
っ
く
り
生
き
て
み
た
い

首
を
も
た
げ
て

水
辺
に
座
っ
て
み
て
も

や
っ
ぱ
り
か
す
む
、
遠
く
で
耳
鳴
り
ひ
び
く

本
当
の
私

見
え
な
い
私

も
す
こ
し
背
が
高
か
っ
た
ら
よ
か
っ
た
か
い

も
す
こ
し
色
が
白
か
っ
た
ら
よ
か
っ
た
か
い

う
つ
し
て
く
れ
た
ら
本
望
だ

全
部
見
え
り
ゃ
あ
わ
け
な
い
よ

美
し
い
ナ
ル
キ
ッ
ソ
ス

き
み
は
水
面
に
う
つ
る
そ
の
白
を

ず
っ
と
見
て
い
た
の
だ
ろ
う

ず
っ
と
、
見
て
い
た
の
だ
ろ
う

 

奨
励
賞

仁
愛
女
子
高
等
学
校	

二
年	

五
十
嵐　

彩　

乃

北
陸
高
等
学
校	

三
年	

酒　

野　

憲　

幸

 

佳
　
作

仁
愛
女
子
高
等
学
校	

三
年	

川　

﨑　

愛　

華

仁
愛
女
子
高
等
学
校	

三
年	

寺　

山　

胡　

桃

仁
愛
女
子
高
等
学
校	

三
年	

田　

島　

あ
り
す

初
芝
橋
本
高
等
学
校	

二
年	

水　

木　

保　

葉

丹
生
高
等
学
校	

二
年	

高　

嶋　

麻　

貴

 

大
　
賞

坂
井
市	

	

水　

谷　

美
枝
子

「
三
つ
の
袴
」

シ
ャ
ッ　

シ
ャ
ッ　

シ
ャ
ッ

羽
織
袴
の
男
衆
が

衣
擦
れ
の
音
と

箪
笥
の
匂
い
を
放
ち
な
が
ら

嫁
ど
り
の
家
に
集
ま
っ
て
く
る

赤
々
と
燃
え
て
い
る
囲
炉
裏
の
鍋
か
ら
は

お
い
し
そ
う
な
匂
い
が
立
ち
の
ぼ
り

女
衆
の
笑
い
が　

言
葉
が
は
じ
け
て
い
る

や
が
て
お
座
敷
で
は

羽
織
袴
の
花
婿
と　

う
つ
く
し
い
花
嫁
を
囲
ん
で

高
お
膳
の
御
馳
走
を
前
に

に
ぎ
や
か
な
宴
が
始
ま
る

宴
た
け
な
わ
に
な
る
と

『
で
ら
れ
ま
し
ょ
う
』
と
言
い
な
が
ら
始
ま
る

に
わ
か
の　

即
興
的
で
滑
稽
な
歌
や
踊
り
は

テ
レ
ビ
の
な
い
時
代
の

最
大
の
楽
し
み
で
あ
っ
た

学
校
の
帰
り
道

春
先
の

と
き
お
り
馬
車
が
通
る
石
こ
ろ
道
の
土
手
に

つ
く
し
を
見
つ
け
る

み
ん
な
が
走
り
寄
り

わ
れ
さ
き
に
と
つ
く
し
を
摘
む
と

冠
の
よ
う
な
袴
を

指
で
む
し
り
と
る

シ
ョ
リ　

シ
ョ
リ　

シ
ョ
リ

口
を
動
か
す
み
ん
な
の
目
が

笑
っ
て
い
た

家
に
お
説
教
が
あ
る
前
日

母
は　

畑
か
ら　

水
仙
を
と
っ
て
き
た

「
水
仙
を
活
け
よ
う　

長
短
を
つ
け
る
た
め

　

袴
を　

は
き
か
え
さ
せ
て
の
う
」

母
は
そ
う
言
っ
て　

指
先
で

水
仙
の
袴
を
そ
っ
と
も
ん
で
い
く

袴
が
少
し
柔
ら
か
く
な
っ
た
こ
ろ
を
み
は
か
ら
っ
て

花
の
つ
い
て
い
る
茎
を
静
か
に
ぬ
く

今
ま
で
ま
と
ま
っ
て
い
た
数
本
の
葉
っ
ぱ
と

花
が

ば
ら
ば
ら
に
く
ず
れ
て

白
い
袴
が　

手
の
中
に
こ
ろ
が
る

母
は

水
仙
を
元
の
よ
う
に
整
え
て
短
く
切
り

は
ず
し
た
袴
を
は
か
せ
た

パ
ッ
ン　

パ
ッ
ン　

パ
ッ
ン

私
は

母
に
真
似
て　

何
本
も
は
き
か
え
さ
せ
る
と

丸
く
て
真
っ
白
い
水
盤
に
活
け
て

床
の
間
に
飾
っ
た

実
家
の
畑
の
隅
に

昔
と
同
じ
よ
う
に　

今
な
お
咲
き
続
け
る
水
仙
の
花

私
は

両
手
に
摘
ん
だ
水
仙
の
甘
い
香
り
の
中
で

六
十
年
近
く
前
の
私
に

そ
し
て
三
つ
の
袴
に

な
つ
か
し
さ
の
あ
ま
り

思
い
っ
き
り
素
敵
な
笑
顔
を
送
っ
た

 

奨
励
賞

大
阪
府
吹
田
市	

	

槇　

野　
　
　

博

東
京
都
武
蔵
野
市	

	

本　

田　

し
お
ん

越
前
市	

	

神　

坂　
　
　

信

 

佳
　
作

岐
阜
県
岐
阜
市	

	

後　

藤　
　
　

順

奈
良
県
安
堵
町	

	

小
荷
田　

康
太
郎

福
井
市	

	

斎　

藤　

し
づ
子

勝
山
市	

	

竜　

田　

道　

子

広
島
県
呉
市	

	

木　

塚　

康　

成

蟹
と
水
仙
の
文
学
コ
ン
ク
ー
ル  

入
賞
者  

大
賞
作
品

俳
句
部
門（
小
学
生
の
部
）

俳
句
部
門（
中
学
生
の
部
）

俳
句
部
門（
高
校
生
の
部
）

俳
句
部
門（一般
の
部
）

詩
部
門（
小
学
生
の
部
）

詩
部
門（一般
の
部
）

詩
部
門（
中
学
生
の
部
）

詩
部
門（
高
校
生
の
部
）



男 女 共 同 参 画 室
こ ん に ち は ！

か ら

認
め
合

い  男女の心をつ
なぐ

ま
ち

ひ と

国際交流室から一言
A  word  from  the  international  arena...
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～みんなでつくる地域コミュニティ～

　12月23日に宮崎コミュニティセンターで、運営委員会の若者グループが中心となり、クリスマス・イベ
ントを開催しました。会場は、越前焼のあかりとりやイルミネーションランプでディスプレイされ、越前焼
オカリナの演奏や越前焼起き上がりこぼしのデジタル紙芝居、ダンスやゴスペルコンサートに、約100人
の参加者はひとあし早いクリスマスを楽しんでいました。

ほっとホットなクリスマス・イヴ2コンサート

　支援センターでは、育児相談・季節にあった行事など利用しやすい支援センターとして
皆さんをお待ちしています。子育てマイスターさんによるおやつ作りや、スキンシップ体
操「パパ、ママ編」、パペット人形作りなど行っています。
　保護者の皆さん、子育てを一緒に楽しみましょう！
　その他、イベント情報は広報誌「ちょっぽのこ」で掲載して
いますのでぜひご覧ください。

朝日子育て支援センター
西田中19―6―1
34―7123

9：00 ～ 14：00
土・日曜日、祝祭日、その他

「朝日子育て支援センター」よりひとこと

施 設 名

住 所
電話・FAX

開館時間

休 館 日

栄養士さんと

美味しいジュースを

作りました。

運動会ごっこです。上手に風船が
とれるかな？

子育て支援センターの紹介

こんにちは！

朝日子育て

支援センター

です。

宮崎コミュニティセンターに  灯りをともして 宮崎地域コミュニティ
運営委員会主催

越前焼の

デジタル紙芝居の吉田逸平さん（あかね
陶房）作の起き上がりこぼしを実際に
触ってみました。

▲「思ってること違うね…」

朝日小学校

▲「まとめたことを発表します」

城崎小学校

▲「認め合うって？」

常磐小学校

▲「ほめられるとうれしいな！

織田小学校

▲「仲良く遊ぶには…」

四ケ浦小学校

▲先生も寸劇に参画

萩野小学校

第 82 回

Vol. 81

♪ Australia の Happy Birthday ♪

国際交流室　☎34－8713問合せ先

　皆さん、右の写真を見てください。実はこれは誕生日のケーキです。
　オーストラリアには誕生日用のケーキの雑誌があります。お母さんや友だち、誕生日
を祝われる本人も一緒になって、ケーキを作ります。作るケーキも変わっていて、写真
のような面白い形をした甘～いケーキです。
　オーストラリアでは、13歳（thirteen）から19歳（nineteen）まではティーンエイ
ジャーとして、それまでよりちょっと大人として扱われます。18歳になると、選挙権を
取得し、車の運転も出来るようになります。
　そんな誕生日ですが、21歳の誕生日は一生の中でも本当に特別なものです。『Big 
Birthday』と言われていて、家族や友だち以外に親戚なども招いての盛大なパーティを
行います。お祝いする側は、鍵の形をしたプレゼント（カードやアクセサリー）を渡す風
習があります。『家の鍵を渡すから、これからは自分のことは自分でしなさい』といった
意味合いがあるようで、日本で言う成人式のようなものだそうです。
　越前町の成人式を迎えた皆さんも、これから一人の大人として、がんばりましょう！！

小学校へ行ってきました（参画室出前講座）
　平成23年度気づき事業（学校編）では、町内６小学校で出前講座を実施しました。子ども達からは、「『認め合
う』って、“差別しない”や“受けとめる”など、やさしくせっしてあげる事なんじゃないか」、「人と人との大切さ
などを学べて良かったです」など、様々な気づきが出てきました。
　詳細は「気づき事業報告集」(3月発行 ) に掲載します。ぜひご覧ください。

男女共同参画室 ☎34－8715申込・問合せ先

ゴスペルグループ「Joyful Embrace」
のクリスマスソングで会場はすっかり
クリスマス気分！

あかりとりは、越前焼組合青年部の皆さ
んの作品と11月のコミセンまつりで一
般参加者が作った作品、合わせて40個
に LED が灯されました。

©ninemsn Pty Ltd 1997-2012
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1
月
8
日
、今
庄
３
６
５
ス
キ
ー
場
で
越
前
町
子
ど
も
ス

キ
ー
教
室
を
開
催
し
ま
し
た
。
こ
の
教
室
は
、ス
キ
ー
の
楽
し

さ
を
子
ど
も
た
ち
に
知
っ
て
も
ら
お
う
と
毎
年
開
い
て
い
る

も
の
で
、今
年
は
町
内
の
小
学
生
22
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

当
日
は
好
天
に
恵
ま
れ
、子
ど
も
た
ち
は
時
間
が
経
つ
の

も
忘
れ
ス
キ
ー
に
夢
中
に
な
っ

て
楽
し
み
ま
し
た
。
ま
た
、今
回

初
め
て
ス
キ
ー
に
挑
戦
す
る
参

加
者
も
最
初
は
上
手
に
滑
る
こ

と
が
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
が
、

徐
々
に
慣
れ
始
め
、午
後
に
は
ス

キ
ー
を
滑
る
心
地
よ
さ
を
満
喫

し
て
い
ま
し
た
。

　12月22日、朝日北保育所で海鮮鍋作りが行われました。漁協女
性部がタラを解体して見せると、園児たちからは歓声があがり、最
後まで興味深く見入っていました。その後、ミズベコ、カワハギを
触らせてもらい、甘えびは親子で皮むきに挑戦しました。園児たち
は、ミズベコのプルプルした感触が気に入ったようでした。
　鍋には、これらの魚介類のほか、園で栽培した白菜と大根が入れ
られ、味噌は、昨年7月に園児たちが手作りしたものを使いました。
　出来上がった鍋に、園児も保護者も大満足のようでした。保護者
からは、「家でももっと魚を食べさせようと思った。」などの感想が
多く見受けられました。

※ミズベコとは…正式名称は「ノロゲンゲ」と言います。11月～ 3月末が旬です。お吸い物にして食べるのが越前町では定番です。
　　　　　　　　表面のプルプルしたゼラチン質にはコラーゲンがたっぷりです。

交
通
安
全
祈
願

子
ど
も
ス
キ
ー
教
室
を
開
催
し
ま
し
た
！

可
憐
な
越
前
水
仙
を
Ｐ
Ｒ

第
37
回
水
仙
ま
つ
り
開
幕

　

1
月
7
日
、劔
神
社
に
て
越
前
町
の
交
通
安
全
祈
願
祭
が

開
か
れ
ま
し
た
。

　

式
で
は
関
町
長
を
は
じ
め
、町
交
通
指
導
員
や
鯖
江
交
通

安
全
協
会
の
町
内
各
分
会
員
な
ど
約
50
人
が
出
席
し
、今
年

一
年
の
町
内
の
交
通
安
全
を
祈
り
ま
し
た
。

　

町
内
で
は
、昨
年
一
年
間
で
人
身
事
故
が
40
件
発
生
し
て

お
り
、う
ち
1
人
が
亡
く
な
っ
て
い
ま

す
。
ま
た
、県
内
の
交
通
事
故
に
よ
る

死
者
数
は
61
人
で
、前
年
に
比
べ
19
人

増
加
し
て
お
り
、そ
の
増
加
率
は
全
国

ワ
ー
ス
ト
1
で
し
た
。

　

交
通
事
故
を
無
く
す
た
め
、一
人
ひ

と
り
が
交
通
安
全
に
心
が
け
、安
全
・

安
心
に
道
路
を
利
用
し
ま
し
ょ
う
。

　

1
月
10
日
、血
ヶ
平
の
越
前
岬
水
仙
ラ
ン
ド
で
越
前
水
仙

の
発
送
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

越
前
海
岸
は
房
総
半
島
、淡
路
島
に
並
ぶ
日
本
水
仙
の
三

大
群
生
地
の
ひ
と
つ
で
、そ
の
規
模
は
日
本
最
大
で
す
。

　

そ
の
越
前
水
仙
を
広
く
Ｐ
Ｒ
す
る
た
め
に
、県
外
の
友
好

都
市
や
、東
京
・
関
西
・
中
京
方
面
の
報
道
機
関
、大
手
旅
行

会
社
な
ど
、１
４
０
か
所
に
計
４
２
０
０
本
の
水
仙
を
発

送
し
ま
し
た
。

　

発
送
式
で
は
、関
町
長
と
Ｊ
Ａ
越
前
丹
生
組
合
長
、水
仙

栽
培
農
家
の
代
表
者
が
最
後
の
箱
詰
め
作
業
を
行
い
、可
憐

で
甘
い
香
り
の
越
前
水
仙
を
、各
方
面
に
送
り
ま
し
た
。

　

1
月
14
・
15
日
の
2
日
間
、越
前
岬
水
仙
ラ
ン
ド
で
、「
水
仙
園
フ
ェ
ア
」が
開
か
れ
ま
し

た
。
冬
の
越
前
海
岸
を
彩
る
越
前
水
仙
の
無
料
配
布
や
、地
元
特
産
品
販
売
な
ど
多
彩
な
催

し
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

開
会
式
で
は
、水
仙
娘
の
3
人
が「
た
く
さ
ん
の
人
に
楽
し
ん
で
も
ら
え
る
よ
う
、笑
顔
で

元
気
い
っ
ぱ
い
も
て
な
し
ま
す
」と
話
し
、お
客
様
を
出
迎
え
て
い
ま
し
た
。
1
日
3
回
行
わ

れ
た
水
仙
娘
に
よ
る
水
仙
の
無
料
配
布
で
は
、毎
回
多
く
の
人
が
列
を
作
り
、手
に
し
た
水

仙
の
甘
い
香
り
を
楽
し
み
な
が
ら「
家
で
飾
り
ま
す
。」と
喜

ん
で
い
ま
し
た
。

　

水
仙
の
押
し
花
体
験
コ
ー
ナ
ー
で
は
多
く
の
親
子
連
れ
が

挑
戦
し
、オ
リ
ジ
ナ
ル
の
額
作
り
に
挑
戦
し
て
い
ま
し
た
。

　

ま
た
、14
日
に
は
商
工
会
主
催
に
よ
る「
水
仙
ウ
ォ
ー
ク
」

も
実
施
さ
れ
、約
30
名
の
参
加
者
が
、水
仙
ラ
ン
ド
入
口
か
ら

の
約
4
㎞
の
行
程
を
冬
の
日
本
海
と
水
仙
を
感
じ
な
が
ら
歩

き
ま
し
た
。

　

15
日
に
は
、越
前
岬
灯
台
も
一
般
公
開
さ
れ
、越
前
の
海
を

守
る
雄
姿
を
内
部
か
ら
見
学
し
ま
し
た
。

▲水仙娘による手渡しシーン

▲水仙園フェア会場のにぎわい ▲一般公開された越前岬灯台

「呼鳥門」を望むこの絶景
ご存じですか？

　「越前かたりべの会」では、1月14・15日の水仙園フェアにおいて「水仙の郷ミニツアー」を実施しまし
た。水仙ランドや越前岬灯台、梨子ヶ平千枚田や写真の絶景ポイントをご案内し、参加者から大変好評を得
ました。地元でも、行ったことが無い・知らないという人が多いこのポイントを「越前かたりべの会」が話
を交えながらご案内いたします。興味がある人は、ぜひ「越前かたりべの会」までお問い合わせください。
問合せ先　越前かたりべの会事務局（商工観光課内）　☎34 ｰ 8720　（詳しくは、えちぜんなび で検索）



え
ち
ぜ
ん
I
N
F
O
R
M
A
T
I
O
N

町
か
ら
の
お
知
ら
せ

広報えちぜん 10平成24年 2 月号11 広報えちぜん
平成24年 2 月号

運転免許自主返納者に無料定期乗車券を交付！

越前町の農地賃借料情報

　高齢者ドライバーによる交通事故の減少を目的として、運転免許の全部を自主的に返納する満65歳
以上の町民を対象に、返納日から10年間、コミュニティバスの無料定期乗車券を交付しています。

【申請の手続き】

①鯖江警察署または運転者教育センターで、運転免許の全部取消の申請をしてください。
　（運転免許証を持参し、「運転免許取消申請書」に自署にて申請します。）
※無料定期乗車券の申請には運転免許証の写しが必要ですので返納申請する前に必ずコピー

をとってください。

②返納申請したときに発行される「申請による運転免許の取消通知書」（写し）と運転免許証の
写しを運転免許自主返納支援事業申請書に添えて、まちづくり課へ提出してください。

③コミュニティバスの無料定期乗車券を返納日から10年間、毎年交付します。

　平成23年1月から12月までに締結（公告）された農地の賃貸借における10アール当たりの田(水
稲 ) の賃借料水準は次のとおりです。また、この水準は、賃借料決定の参考として提供するもので
すので、実際の契約にあたっては、貸し手、借り手の両者でよく協議した上で決定してください。

※使用貸借権とは、借主が借用物を無償（0円）で使用収益できる権利です。
※－は、農地法第3条及び農業経営基盤強化促進法に基づき締結（公告）の該当データが無です。データ

数が5件未満となる場合は、必要データ数を満たさないため記載してありません。
※データ数は集計に用いた筆数です。平均額はデータ数による加算平均の値です。
※賃借料を物納支給（水稲）としている場合は、60㎏当たり12,000円に換算しています。金額は算出結果

を四捨五入し、100円単位としています。

公告された地域名 平均額 最高額 最低額 データ数 備　　考

旧朝日町
朝日地区 11,200円 13,000円 10,000円 93筆
常磐地区 10,000円 10,000円 10,000円 65筆
糸生地区 8,700円 12,000円 5,500円 71筆

旧宮崎村　 8,500円 20,900円 7,500円 55筆

旧織田町
織田地区 データ数5件

未満の為記載せず
データ数5件
未満の為記載せず

データ数5件
未満の為記載せず

データ数5件
未満の為記載せず

萩野地区 ― ― ― ―

旧越前町
四ヶ浦地区 ― ― ― ―
城崎地区 ― ― ― ―

越前町平均 10,300円 284筆 使用貸借権設定
389筆（57.8%）

　

国
民
年
金
保
険
料
の
納
付
に
は
、
口
座
振
替
が
ご
利
用

に
な
れ
ま
す
。

　

口
座
振
替
を
ご
利
用
さ
れ
ま
す
と
、
保
険
料
が
自
動
的

に
引
き
落
と
さ
れ
る
の
で
金
融
機
関
な
ど
に
行
く
手
間
が

省
け
る
う
え
、
納
め
忘
れ
も
な
く
と
て
も
便
利
で
す
。

　

ま
た
、
口
座
振
替
に
は
、
当
月
分
保
険
料
を
当
月
末
に

引
き
落
と
さ
せ
て
い
た
だ
く
こ
と
に
よ
り
月
々
50
円
割
引

さ
れ
る
早
割
制
度
や
、
現
金
納
付
よ
り
も
割
引
額
が
多
い

6
か
月
前
納
・
1
年
前
納
も
あ
り
、
大
変
お
得
で
す
。

　

口
座
振
替
の
希
望
者
は
、
納
付
書
ま
た
は
年
金
手
帳
、

通
帳
、
金
融
機
関
届
出
印
を
持
参
の
う
え
、
ご
希
望
の
金

融
機
関
、
武
生
年
金
事
務
所
ま
た
は
越
前
町
役
場
へ
お
申

し
出
く
だ
さ
い
。

※
平
成
24
年
4
月
分
か
ら
の
国
民
年
金
保
険
料
の
6
か
月

前
納
、
1
年
前
納
の
希
望
者
は
、
2
月
末
日
ま
で
に
お

申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

問
合
せ
先　

武
生
年
金
事
務
所　

☎
２
３ｰ

１
１
２
４

　
　
　
　
　

住
民
課　
　
　
　
　

☎
３
４ｰ

８
７
０
８

　

相
続
登
記
に
関
す
る
無
料
相
談
会
が
、
福
井
県
司
法
書

士
会
と
社
団
法
人
福
井
県
公
共
嘱
託
登
記
司
法
書
士
協
会

の
共
催
に
よ
り
開
催
さ
れ
ま
す
。
司
法
書
士
が
相
続
に
関

す
る
相
談
に
応
じ
ま
す
の
で
ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

日
　
時　

2
月
18
日
（
土
）　

10
時
～
16
時

会
　
場　

福
井
県
繊
協
ビ
ル　

1
階

　
　
　
　

鯖
江
市
嚮
陽
会
館　

2
階
和
室

　
　
　
　

プ
ラ
ザ
萬
象　
　
　

第
1
会
議
室

そ
の
他　

予
約
は
不
要
で
す
。

問
合
せ
先　
福
井
県
司
法
書
士
会　

☎
0
7
7
6ｰ

3
0ｰ

0
0
0
1

　

平
成
23
年
12
月
に
、「
東
日
本
大
震
災
の
被
災
者
等
に
係
る

国
税
関
係
法
律
の
臨
時
特
例
に
関
す
る
法
律
の
一
部
を
改
正

す
る
法
律
」
な
ど
が
施
行
さ
れ
、
所
得
税
な
ど
の
国
税
に
関

し
て
、
東
日
本
大
震
災
に
よ
り
被
害
を
受
け
た
人
や
復
興
推

進
に
向
け
た
取
組
を
対
象
と
し
て
、
新
た
な
税
制
上
の
措
置

が
追
加
さ
れ
て
い
ま
す
。 

　

平
成
23
年
4
月
に
施
行
さ
れ
た
「
東
日
本
大
震
災
の
被
災

者
等
に
係
る
国
税
関
係
法
律
の
臨
時
特
例
に
関
す
る
法
律
」

で
創
設
さ
れ
た
税
制
上
の
措
置
と
合
わ
せ
て
、
東
日
本
大
震

災
に
よ
り
被
害
を
受
け
た
人
な
ど
は
、
所
得
税
な
ど
の
軽

減
・
免
除
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
、
確
定
申
告
な
ど
の
手
続

を
行
う
こ
と
に
よ
り
、
税
金
の
還
付
を
受
け
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。 

　

詳
し
く
は
、
最
寄
り
の
税
務
署
に
お
問
合
せ
い
た
だ
く

か
、
国
税
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

w
w

w
.nta.go.jp 

国
民
年
金
保
険
料
の
納
付
は
、

口
座
振
替
が
お
ト
ク
で
す

相
続
登
記
に
関
す
る

無
料
相
談
会
開
催
の
お
知
ら
せ

※返納した時点で運転免許
は失効しますので、返納
手続きへは自分で運転し
て行かないでください。 まちづくり課 

☎34－8714

問合せ先

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
公
売
の
お
知
ら
せ

東
日
本
大
震
災
に
よ
り
被
害
を
受
け
た
人
へ

　

町
で
は
、
町
税
な
ど
の
滞
納
に
よ
り
差
し
押
え
た
財
産

を
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
（
ヤ
フ
ー
株
式
会
社
が
運
営
す
る

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
オ
ー
ク
シ
ョ
ン
）
で
、公
売
を
行
い
ま
す
。

《
公
売
の
日
程
》

●
公
売
物
件
の
公
開
・
参
加
申
込
み
期
間
　

　

2
月
13
日
（
月
）
13
時
か
ら
2
月
24
日
（
金
）
23
時
ま
で

※
公
売
に
参
加
す
る
に
は
、
参
加
申
込
期
間
中
に
申
し
込

み
手
続
き
を
行
う
必
要
が
あ
り
ま
す
。

●
入
札
（
せ
り
売
り
）
期
間

　

3
月
2
日
（
金
）
13
時
か
ら
3
月
4
日
（
日
）
23
時
ま
で

問
合
せ
先　

納
税
推
進
室　

☎
３
４ｰ

８
７
２
２

　

詳
し
く
は
、
2
月
13
日
（
13
時
）
か
ら
掲
載
さ
れ
る

町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
「
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
公
売
の
お
知
ら

せ
」
ま
た
は
Ｙ
ａ
ｈ
ｏ
ｏ
！
Ｊ
Ａ
Ｐ
Ａ
Ｎ
の
「
官
公
庁

オ
ー
ク
シ
ョ
ン
」
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　

町
で
は
毎
年
、
全
地
区
を
一
本
化
し
た
農
家
・
農
地
基
本

台
帳
を
再
整
備
し
て
い
ま
す
。
再
整
備
に
は
町
内
全
農
家
を

対
象
と
し
た
農
地
な
ど
調
査
が
必
要
で
す
。

　

朝
日
・
宮
崎
・
織
田
地
区
は
農
家
組
合
長
が
、
2
月
上
旬

に
調
査
票
の
配
布
、
3
月
中
旬
に
回
収
を
行
い
ま
す
の
で
、

農
家
の
皆
さ
ん
の
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。
ま
た
、
越
前

地
区
の
農
家
の
皆
さ
ん
に
は
直
接
郵
送
い
た
し
ま
す
の
で
、

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

問
合
せ
先
　
越
前
町
農
業
委
員
会
（
農
林
水
産
課
内
）

☎
３
４ｰ

８
７
０
４

農
家
・
農
地
基
本
台
帳
整
備
の

調
査
に
ご
協
力
く
だ
さ
い

越前町農業委員会　☎34－8704問合せ先

く
ら
し
な
ん
で
も
相
談
実
施

　

法
律
問
題
を
は
じ
め
、日
頃
く
ら
し
の
中
で
困
っ
て
い
る

事
に
対
し
て
、弁
護
士
や
金
融
の
専
門
家
な
ど
が
お
答
え
致

し
ま
す
。
お
気
軽
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。
相
談
料
は
不
要

で
す
。

日
　
時　

2
月
12
日（
日
）13
時
～
16
時

場
　
所　

鯖
江
市
嚮
陽
会
館　

鯖
江
市
桜
町
２ｰ

７ｰ

１

問
合
せ
先　

福
井
県
労
働
者
福
祉
協
議
会

☎
０
７
７
６ｰ

２
１ｰ

５
９
２
９

　
　
　
　
　

ラ
イ
フ
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー

☎
０
１
２
０ｰ

６
２
９ｰ

４
１
７
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　1月9日、越前サブコミュニティセンターおよび周辺一帯で、越前
消防団出初式が盛大に開かれました。
　式典では、消防活動に功績のあった消防団員の表彰式や勇壮な分列
行進が行われ、その後、新保・宿漁港で佐々木団長以下238人の団員
と女性消防隊11隊33人が色彩一斉
放水などを披露しました。団員らは、
火災ゼロ・災害に強い越前町を目指し
心新たにしていました。また、見学に
来られた方には、紅白の餅を振舞い、火
災予防を呼びかけました。 ふ

く
い
福
祉
就
職
フ
ェ
ア

平
和
を
仕
事
に
す
る
。
自
衛
官
募
集

職
場
で
の
悩
み
事
無
料
相
談
会
を
開
催
し
ま
す

ひ
と
り
親
家
庭
へ
の
巡
回
就
業
相
談

日
　
時　

2
月
12
日（
日
）13
時
～
16
時

会
　
場　

　

ユ
ー
・
ア
イ
ふ
く
い（
福
井
県
生
活
学
習
館
）多
目
的
ホ
ー
ル

①
職
員
採
用
予
定
の
社
会
福
祉
施
設
な
ど
と
の
個
別
面
談
コ
ー
ナ
ー

　
（
申
込
不
要
・
履
歴
書
不
要
・
入
退
場
自
由
）

　
②
面
接
対
策
講
座（
要
事
前
予
約
：
２
月
３
日
ま
で
）

　
　

1
回
目　

13
時
15
分
～
14
時
15
分　
　
　

　
　

2
回
目　

14
時
30
分
～
15
時
30
分

③
福
祉
の
仕
事
・
資
格
相
談
コ
ー
ナ
ー
、ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
コ
ー
ナ
ー
、ナ
ー

ス
セ
ン
タ
ー
コ
ー
ナ
ー

問
合
せ
先

　
社
会
福
祉
法
人　

福
井
県
社
会
福
祉
協
議
会　

福
井
県
福
祉
人
材
セ
ン
タ
ー

　

〒
９
１
０ｰ

８
５
１
６

　

福
井
市
光
陽
2
丁
目
3ｰ

22　

福
井
県
社
会
福
祉
セ
ン
タ
ー
1
Ｆ

　

☎
０
７
７
６ｰ

２
１ｰ

２
２
９
４　

Ｆ
Ａ
Ｘ 

０
７
７
６ｰ

２
４ｰ

４
１
８
７

E
ｰm

ail:m
anp@

f

‐shakyo.or.jp

自
衛
隊
幹
部
候
補
生
募
集

　

一
般
・
技
術
幹
部
候
補
生（
男
・
女
）

　

受
験
資
格
20
歳
以
上
～
26
歳
未
満

　

※（
22
歳
未
満
の
人
は
大
卒（
見
込
含
む
））

受
付
期
間

　

平
成
24
年
2
月
1
日（
水
）～
4
月
27
日（
金
）

予
備
自
衛
官
補
募
集

　

一
般（
男
・
女
）　
受
験
資
格
18
歳
以
上
～
34
歳
未
満

　
技
能（
男
・
女
）　
受
験
資
格
18
歳
以
上
で
各
種
国
家
免
許
資
格
必
要

受
付
期
間

　

平
成
24
年
1
月
11
日（
水
）～
4
月
4
日（
水
）

問
合
せ
先

　

自
衛
隊
福
井
地
方
協
力
本
部

　

越
前
地
域
事
務
所　

☎
２
２ｰ

６
１
３
９

　

解
雇
・
賃
金
な
ど
、労
使
関
係
で
の
お
悩
み
は
あ
り
ま
せ

ん
か
？

　

弁
護
士
、労
働
組
合
役
員
、会
社
役
員
な
ど
労
働
問
題
の

専
門
家
が
お
答
え
し
ま
す
。

　

労
働
者
も
、使
用
者
も
、お
気
軽
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

秘
密
は
厳
守
し
ま
す
。

　

予
約
は
不
要
で
す
。

日
　
時　

3
月
11
日（
日
）　

13
時
30
分
〜
16
時
30
分
ま
で

会
　
場　

福
井
市
手
寄
１
丁
目
４ｰ

１
ア
オ
ッ
サ
6
階　

研
修
室

問
合
せ
先

　

福
井
県
労
働
委
員
会　

☎
０
７
７
６ｰ

２
０ｰ

０
５
９
７

日
　
　
時　

2
月
17
日（
金
）　

10
時
～
正
午
ま
で　

場
　
　
所　

越
前
町
社
会
福
祉
セ
ン
タ
ー（
西
田
中
）

相
談
内
容

　

就
業
相
談
か
ら
就
業
支
援
講
習
会
の
ア
ド
バ
イ
ス
、情
報
の
提
供
な
ど

※
相
談
の
秘
密
は
守
ら
れ
ま
す
。
相
談
は
無
料
で
、電
話
相
談
も
受
け
付
け

ま
す
。

　
な
お
、丹
南
健
康
福
祉
セ
ン
タ
ー
で
は
母
子
自
立
支
援
員
が
随
時
相

談
に
応
じ
て
い
ま
す
。

問
合
せ
先　

母
子
家
庭
等
就
業
・
自
立
支
援
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

☎
０
７
７
６ｰ

２
１ｰ

０
７
３
３

　
　
　
　
　

丹
南
健
康
福
祉
セ
ン
タ
ー　

☎
５
１ｰ

０
０
３
４

問合せ先

※近隣の皆さんには交通規制などで、
ご協力頂きありがとうございました。

鯖江・丹生消防組合消防署　丹生分署 ☎36－0119　朝日分遣所 ☎34－0119　越前分遣所 ☎37－0119
http://www.fd-sabaenyu.jp/

越前消防団（越前地区）第6分団消防施設が完成
　平成23年12月10日梅浦上側に越前消防団越前地区第6分団の消
防施設が完成し、落成式が行われました。
　式では第6分団を代表して笠原正也分団長が「防災に対し、団員一同
が一層協力して町民の期待に応えられるよう努力したい」と謝辞を述べ
ました。
　この消防施設は木造瓦葺2階建て延べ
面積約115㎡ 1階は消防車庫、2階には団
員の教育、研修のための会議室を備えてお
り、非常時の際には消防活動の拠点となり
ます。

越前消防団出初式

家族介護者サロンのお知らせ
　在宅介護をしている人を対象に、各地区で介護講座や健康体操、悩み相談などを実施しています。お気軽
にご参加ください。

越前町社会福祉協議会　朝日本所　☎34－2388　　宮崎支所　☎32－3210
　　　　　　　　　　　越前支所　☎37－0627　　織田支所　☎36－0698

○サロン日程

○介護出前講座　〜介護の負担の少ないらくらく介護法を学ぼう〜

【 織 田 地 区 】
火 曜 日

【 越 前 地 区 】
水 曜 日

【 朝 日 地 区 】
木 曜 日

【 宮 崎 地 区 】
金 曜 日

10時～ 12時 10時～ 12時 10時～ 12時
10時～ 12時

※若竹荘のみ第2週火曜日
13時30分～ 15時30分

2／ 7日 織田コミュニ
ティセンター 2／ 1日 越前地域福祉

センター 2／ 2日 越前町社会福祉
センター 2／ 3日 宮崎コミュニ

ティセンター

14日 織田保健福祉
センター 8日 越前コミュニ

ティセンター 16日 越前町社会福祉
センター 14日 （※）越前陶芸村

　　  若竹荘

☆21日 織田コミュニ
ティセンター ☆9日 越前地域福祉

センター
23日

越前町生涯学習
センター
糸生分館

☆17日 樫津隣保館

28日 萩野生活改善
センター 15日 厨地区集会施

設 24日 農村改善
サブセンター

3／ 6日 織田コミュニ
ティセンター ☆22日 越前地域福祉

センター ☆3／ 1日 越前町社会福祉
センター 3／ 2日 宮崎コミュニ

ティセンター
☆印は介護出前講座同日開催

開 催 日 時 内　　　　　容 場　　　　　所
2月9日（木） 10時～ 12時 着替えのしかた 越前地域福祉センター（梅浦）

17日（金） 10時～ 12時 福祉用具の種類と選び方・使い方 樫津隣保館（樫津）
21日（火） 10時～ 12時 認知症の理解と介護のしかた 織田コミュニティセンター（織田）
22日（水） 10時～ 12時 食事の工夫やお世話のしかた 越前地域福祉センター（梅浦）

3月1日（木） 10時～ 12時 排泄のお世話 越前町社会福祉センター（西田中）

問合せ先
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歴史講演会のお知らせ

大正14年（1925）、仙台市生まれ。
京都大学文学部哲学科卒。立命館大学教授、京都市立芸術大学学長、
国際日本文化研究センター初代所長などを経て、現在、同センター顧問。
日本ペンクラブ会長も務めた。
平成11年（1999）、文化勲章受章。

著書に、『隠された十字架　法隆寺論』（毎日出版文化賞）、『水底の歌　柿本
人麿論』（大佛次郎賞）、『ヤマトタケル』（大谷竹次郎賞）、『京都発見』など
多数あり、二期にわたる『梅原猛著作集』が刊行されている。
近著『葬られた王朝  古代出雲の謎を解く―』、『うつぼ舟Ⅲ　世阿弥の神秘』。

越 国と出雲王朝
梅
う め

 原
は ら

   猛
たけし

哲学者　越前学悠久塾名誉塾長

演　題

講　師

講師紹介

平成24年３月３日（土）　13時30分から

越前町教育委員会

※入場料無料、事前申込不要｡

越前町朝日多目的ホール
（越前町生涯学習センター横）

日　時

主　催

場　所

会　　場　越前陶芸村文化交流会館ロビー　						    
開催期間　2月3日（金）～ 3月4日（日）　（期間中の休館日　2月6日・13日・20日・27日）
開館時間　9時～ 17時（最終入館は16時30分）　

会　　場　福井県陶芸館　茶苑　						    
開催期間　2月26日（日）、3月4日（日）　※両日とも10時30分～ 12時、13時30分～ 15時
参加費用　各回とも、お一人様1,500円		 	 	 	 	 	
申込み先　福井県陶芸館　茶苑　32 ｰ 2174		  	 	 	 	 	

会　　場　越前陶芸村文化交流会館ロビー
開催期間　常設
　　　　　（休館日）　月曜日（休日除く）　休日の翌日（土・日・休日を除く）
開館時間　9時～ 17時（最終入館は16時30分）

越前花器と水仙の甘いささやき展

雛人形と和菓子の会

2月の 越前陶芸村文化交流会館イベント情報

2月の 福井県陶芸館イベント情報

入館
無料

早春の催し

珈琲サロン「Coin Café 越前焼で珈琲時間」
好みの越前焼でコーヒーが飲める！

～華やかな雛人形に囲まれて、老舗の生菓子とお抹茶でくつろぎのひと時を～

第
5
回
『
ぬ
く
も
り
コ
ン
サ
ー
ト
』

田
ん
ぼ
ア
ー
ト　
デ
ザ
イ
ン
画
募
集

　

越
前
町
文
化
協
議
会
音
楽
部
門
主
催
の
第
5
回『
ぬ
く
も

り
コ
ン
サ
ー
ト
』が
開
か
れ
ま
す
。

　

こ
の
コ
ン
サ
ー
ト
も
年
々
回
を
増
す
ご
と
に
盛
り
上
が

り
、昨
年
は
立
見
席
が
で
る
ほ
ど
盛
況
で
し
た
。

　

今
回
は｢

第
5
回｣

と
い
う
こ
と
で
、今
ま
で
と
は
一
味
違

う
音
楽
会
を
企
画
し
て
い
ま
す
。

　

会
場
全
体
が
暖
か
い
雰
囲
気
に
つ
つ
ま
れ
、心
が
癒
さ
れ

る
手
づ
く
り
コ
ン
サ
ー
ト
で
す
。

　

皆
さ
ん
お
誘
い
合
わ
せ
の
う
え
ご
来
場
く
だ
さ
い
。

と
　
き　

2
月
26
日（
日
）　

13
時
開
場　

13
時
30
分
開
演

と
こ
ろ　

越
前
町
朝
日
多
目
的
ホ
ー
ル

（
越
前
町
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
横
）

出
演
団
体

　

大
正
琴

笑
琴
会
、ふ
み
教
室
、水
仙
ク
ラ
ブ
、グ
ル
ー
プ
・
シ
ン

デ
レ
ラ

　

ア
ン
サ
ン
ブ
ル

メ
ロ
デ
ィ
ッ
ク
ビ
ー
ト
織
田
、

Ｆ
Ｕ
Ｎ
マ
レ
ッ
ツ
、え
ち
ぜ
ん

弦
楽
ア
ン
サ
ン
ブ
ル
、ト
ロ
ピ

カ
ー
ナ
越
前

　

カ
ラ
オ
ケ

織
田
カ
ラ
オ
ケ
ク
ラ
ブ
、さ
ざ

ん
か
の
会
、宮
崎
カ
ラ
オ
ケ

　

和
琴
と
尺
八

　
　

琴
友
会
、ポ
ロ
ネ
ー
ズ
、楓
の
会
、竹
友
会

　

合
唱　

越
前
町
民
混
声
合
唱
団

入
場
料　

無
料

問
合
せ
先　

生
涯
学
習
課　

☎
３
４ｰ

２
０
０
０

　

今
年
で
5
年
目
と
な
る〝
田
ん
ぼ
ア
ー
ト
in
樫
津
〟

　

今
回
は
、皆
さ
ん
か
ら
広
く
デ
ザ
イ
ン
画
を
募
集
し
ま
す
。

　

採
用
さ
れ
た
人
に
は
、米
1
俵
を
進
呈
し
ま
す
。

問
合
せ
先

　

田
ん
ぼ
ア
ー
ト
in
樫
津
実
行
委
員
会（
お
も
い
で
な
内
）

☎
３
２ｰ

３
５
４
５

越前町教育委員会 文化スポーツ室
☎34－8730　FAX 34－2720

問合せ先

　

障
が
い
を
持
つ
人
た
ち
の
経
済

的
自
立
を
支
援
す
る
た
め
、県
内

の
福
祉
施
設
で
手
作
り
さ
れ
た
商

品
を
P
R
販
売
し
ま
す
。
皆
さ

ん
お
誘
い
合
わ
せ
て
お
越
し
く
だ

さ
い
。

※
セ
ル
プ
と
は
…

　

英
語
で
S
e
l
fｰ

H
e
l
p

「
自
助
自
立
」か
ら
作
ら
れ
た
造

語
で
す
。

日
　
時　

2
月
8
日（
水
）　

11
時
～
13
時

会
　
場　

越
前
町
役
場　

正
面
玄
関
ホ
ー
ル

問
合
せ
先

　

社
会
福
祉
支
援
室　

☎
3
4ｰ

8
7
2
4

　

福
井
県
セ
ル
プ
振
興
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
　
　
　
　
　

☎
0
7
7
6ｰ

2
9ｰ

2
2
3
4

「
実
感
！
手
作
り
セ
ル
プ
フ
ェ
ア
」

開
催
の
お
知
ら
せ
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保健衛生課（越前町役場内）　　　　　　☎34−8710
健康増進室（織田保健福祉センター内）　☎36−1375

問合せ先

赤ちゃん訪問のご案内

保健衛生課　☎34－8710申込・問合せ先

と　き 3月3日（土）　10：00 ～ 12：00　（9：30 〜受付）

ところ 越前町生涯学習センター（内郡）　2階　和室

内　容 お産と母乳育児の話  ～ 健康な赤ちゃんを産み育てるために ～
　講　師　助産師　塚 原  敦 子 氏
　＊妊婦模擬体験、赤ちゃん抱っこ体験もできます

料　金 無料

持ち物 母子健康手帳

申込み 2月29日（水）までに電話でお申し込みください（予約制）

※パートナーやお子さんと一緒の参加も可能です。
　お申し込みの際にお知らせください。

保健衛生課　☎34－8710申込・問合せ先

•••••••••••••••••••••

妊娠中は心もからだも大きく変化します。
この時期を不安なく過ごし、安心して新しい家族を

迎えられるよう、町ではマタニティスクールを実施しています。

マタニ
ティスクールのお知らせ

ぜひご参加ください。

何も可も孫には劣る喜びよ　　　　　	 河合　敏子
母が居る場所がいつでも拠り所　　　	 竹内　涼子

　うつ病などの心のSOS状態にはどのようなサインがあり、気づ
いた時にはどう対応するとよいのかを学んでいただく講座を開催
します。
　身近な人の心の変調に気づき、声をかけ、話を聞いて、必要な支
援につなげることで、尊い心や命を救うことができます。
　この機会に一度受講してみませんか。

　生後４か月までの赤ちゃんとお母さんを対象に、町の保健師がご自宅を訪問し、赤ちゃんの体重測定や、母子
の健康や育児に関する相談、子育て情報の提供などをしています。
　訪問の時期は生後２～３か月です。訪問の日時については、妊娠届出書の情報をもとに、担当の保健師が連
絡しますので、都合がよい日を教えてください。
　早く訪問に来てほしいなどの要望や相談事がありましたら下記までご連絡ください。

2回シリーズの講座です。

越前町役場別館　2階ホール

※越前町民ならどなたでも参加できます。（参加費無料）　※定員50人

申込み締切り／2月17日（金）

家庭や地域の『心の救援隊』になりませんか。

心のSOS気づき講座
受講者募集

日　　時 内　　容

①２月２３日㈭
　13時30分～15時30分

「うつ病の治療について」
講師　みどりヶ丘病院
　　　綱澤　卓也  院長

※心の変調のサインや専門医のかかり方、精神科の
治療などについて知っていただきます。

②3月1日㈭
　13時30分～15時30分

「声のかけ方、相談の受け方」
講師　松原病院　　
　　　小林　仁志  臨床心理士

※心の変調に気付いた時の声のかけ方や話の聴き
方などについて学んでいただきます。

講座内容

会　場

☆出産されたお母さんと生まれた赤ちゃんへ☆
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　30年以上前に買った遠隔地の山林の件で、見知らぬ業者から電話があった。その
後訪問を受け、「当該地は市街化調整区域を外れて新幹線が通る予定であるし、今中
国人が日本の土地を欲しがっているので売り時だ。2年以内に売却できる」などと
説明された。測量などのために管理費が28万円ほど必要だが、それ以外に一切費用
はかからないと言われたため、売却管理の契約をした。しかし、入金をせかされるな
ど不審な点があったので、所有地の役所に確認したところ、業者の言った事実はない
ことがわかり、解約したい。

消費者生活の
ご相談は…

総務課 消費生活相談窓口  ☎34－8700
福井県消費生活センター　☎0776－22－1102
消費者ホットライン　　　☎0570－064－370

2月の越前町関連の番組放送時間表

たんなんスマイルＴＶ（デジタル091ch・デジアナ2ch）

※番組は予告なく変更されることがありますので、ご了承ください。

◎Jr. ＋ [ ジュニアプラス ]　
　常磐小学校 かきもちつるし
　  8：45～   8：55（2/18～ 24）
　13：45～ 13：55（2/18～ 24）
　20：15～ 20：25（2/18～ 24）

◎丹南キッズ　
　～ことばのタイムカプセル～
　朝日西保育所
　  8：55～   9：00（2/25～ 3/2）
　13：55～ 14：00（2/25～ 3/2）
　20：25～ 20：30（2/25～ 3/2）

◎ひと くらし いきいき羅針盤
　水仙アートクラブ
　  9：15～   9：27（2/18～ 24）
　14：15～ 14：27（2/18～ 24）
　20：45～ 20：57（2/18～ 24）

◎～丹南ふれあい百景～
　おたっしゃ珍道中
　「越前町大自慢写真コンテストに
　  応募してみよか！」の巻
　  9：00～   9：15（2/18～ 24）
　14：00～ 14：15（2/18～ 24）
　20：30～ 20：45（2/18～ 24）

◎「七草粥をたべてみよっさ」の巻
　  9：00～   9：15（2/25～ 3/2）
　14：00～ 14：15（2/25～ 3/2）
　20：30～ 20：45（2/25～ 3/2）問合せ先　　丹南ケーブルテレビ㈱　番組制作課　☎21−3277

事  例

　過去に「原野商法」（必ず値上がりすると言って、ほとんど価値のない原野や山林を高値
で売りつける商法）の被害に遭った人から、二次被害と疑われる相談が寄せられています。

トラブル
注意報 昔買った原野、

今が売り時？

※あたかも原野を高く売却できるかのように話を持ちかけ、売り出すために必要と言っ
て、測量、整地、広告、土地管理などの費用を支払わせる手口です。最近は「中国人に需
要がある」などというセールストークも目立ちます。

※事業者は、購入者名簿や登記簿などをもとに勧誘します。過去に原野を購入した人は、
このような話を持ちかけられても、うのみにせず、所有する土地の自治体や地元の不動
産業者に現地の情報などについて確認しましょう。

※心配なときは、下記の相談窓口にご相談ください。

被害にあわないために、ひとこと助言

　これから活躍が期待される50 ～ 70歳代の人を対象に、介護予防や認知症のサポーター養成講座

を開催します。講座を修了した人には、地域でのサロンや介護予防教室のボランティアなどで活躍

していただきます。

織田保健福祉センター
（越前町織田106－51－1   織田病院隣）

25人

無料

2月17日（金）

水分補給のできる飲み物、
動きやすい服装でお越しください。

＊事前に申込みが必要です

50 ～ 70歳代の男女会　場

定　員

費　用

申込み締切り

持ち物および服装

日程及び内容

対象者

50 ～70歳代の皆さんへ 越前町に「越前つるかめ体操」の輪が広がっていまーす！

介護予防サポーター
養成講座 受講者募集！

回 日　　程 内　　　　　　容 講　　　　師

１
2 ／ 23（木）

13時30分～
15時30分

○開講式
○「高齢者の体と転倒予防」の
　お話

福井県健康管理協会
釣部雄史作業療法士

２
3 ／ 8（木）

13時30分～
15時30分

○実技「越前つるかめ体操」
　実践講座

○レクリエーション初級講座

福井県健康管理協会
釣部雄史作業療法士

在宅介護支援センター職員

３
3 ／ 15（木）

13時30分～
15時30分

○認知症サポーター養成講座
○越前つるかめ体操実践

認知症サポーター養成キャラ
バンメイト

※修了者には、体操録音テープ及び
　 「介護予防サポーター証」
　 「オレンジリング」を交付します。

申込・
問合せ先

越前町地域包括支援センター	 ☎36−1067   （織田病院横、織田保健福祉センター内）　　	

越前町社会福祉協議会	 本　　所	☎34−2388	 越前支所	☎37−0627
	 宮崎支所	☎32−3210	 織田支所	☎36－0698

優劣はつけれぬ元気な子供達　　　　	 山田千栄子
災難を除けたつもりの水溜り　　　　	 松村　典子

家族みな元気で暮らす拠り所　　　　	 武藤　久子
年重ね拠り所にする佛様　　　　　　	 山内　千代
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町県民税・所得税の申告はお早めに !
申告期間　2月16日（木）～ 3月15日（木）

　　　今年も所得税の確定申告、町県民税の申告が2月16日（木） から始まります。
　　次ページの申告相談日程表を参考に、該当する人は忘れずに申告をしてください。
　　　申告書は、郵送や電子申告（e-Tax）で提出することもできます。

確定申告が必要な人
①1か所からの給与収入以外に20万円を超える所得（年金・事業・不動産など）がある人
②23年中の給与収入が2,000万円を超える人
③2か所以上から給与収入がある人
④年末調整をしていない給与収入がある人
⑤公的年金などの収入が400万円以上で他の所得が20万円以上ある人
⑥公的年金収入のみで、公的年金などに係る所得の金額が所得控除（配偶者控除や社会保険料控除な
ど）の合計額を超える人

申告をすると税金が戻る人
　申告をすれば、納め過ぎた所得税が戻ることがあります。
①23年の中途で退職し、再就職しなかったため年末調整を受けなかった人
②給与所得者・年金所得者で、医療費控除や雑損控除、寄附金控除などを受けることができる人
③住宅ロ－ンなどを利用してマイホームの新築・増改築などをした人

公的年金を受給されている人
　国民年金や厚生年金などの公的年金収入は、「雑所得」の対象となります。
　「公的年金等の源泉徴収票」で源泉徴収税額の記載がある人は、確定申告で配偶者控除や医療費控除
などの控除を受け所得税の清算をすることになります。
　また、源泉徴収税額がない人でも、公的年金の雑所得とその他の所得の合計額が、基礎控除や扶養控
除などの各種所得控除の合計額を超える場合には、確定申告の必要があります。

町県民税の申告が必要な人
　平成24年1月1日現在、越前町に住んでいて、所得税の確定申告をする必要がない人のうち
①給与収入のある人で、勤務先から給与支払報告書が提出されていない人
②給与収入以外の所得（事業・不動産・配当など）の合計が20万円未満の人
③公的年金などの収入が400万円以下で、他の所得が20万円以下の人

国民健康保険税の申告が必要な人
　国民健康保険に加入している人で、同居の人の税の扶養にもなっていない人は、23年中に収入がな
くても必ず申告をしてください。
※所得金額が一定以下の場合は、国民健康保険税が軽減されます。ただし、所得の申告をしないでおく

と軽減の対象外となります。

申告に必要なもの
①印鑑
②給与・年金などの源泉徴収票（原本）
③各種保険料の支払証明書（生命保険・個人年金・地震保険・国民年金）
④医療費の領収書（医療費控除）・寄附金の受領書（寄附金控除）
⑤金融機関の通帳（還付を受けられる人、本人名義に限る）
⑥口座振替で納税を希望される人は、本人名義の通帳とその届出印（新規・変更の人）

申告相談の日程表

≪還付申告≫

と　　　き と　こ　ろ 対象地区

2月1日（水）〜3月15日（木）
（土・日曜日を除く） 9:00〜16:00 越前町役場 全地区

≪町県民税申告・確定申告≫

と　　　き と　こ　ろ 対象地区

2月16日（木）〜3月15日（木）
（土・日曜日を除く） 9:00〜16:00 越前町役場 全地区

2月16日（木）〜2月17日（金） 9:00〜16:00 宮崎コミュニティセンター 宮崎地区

2月21日（火）〜2月22日（水） 9:00〜16:00 越前コミュニティセンター 越前地区

2月27日（月）〜2月29日（水） 9:00〜16:00 織田コミュニティセンター
（生涯学習センター織田分館）

織田地区

申告のお願い
　申告期間中は、申告会場が大変混雑します。スムーズに申告を済ませるためにも、申告前の準備（①・②）
や自分で出来るだけ申告書を記入し、必要な書類を必ず持参してください。
①農業所得や事業所得などの申告をされる人は、収支内訳書の記入
②医療費控除を申告される人は、医療機関別、受診した人ごとに整理・集計
青色申告や土地・株式の譲渡所得、山林所得などがある人は税務署で申告してください。

いつまでも劣ることない歌唱力　　　	 山谷　ゆり
拠り所帰省客くる過疎の村　　　　　	 司辻　文子

命ある小蟻を除けて庭を掃く　　　　	 向当みつ子
冬眠の樹々は晴れ着を脱ぎ捨てる　　	 上坂　末男

税務課　☎34－8709問合せ先
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今
年
の
冬
は
天
候
も
穏
や
か
で
、昨
年
の
大

雪
は
何
だ
っ
た
ん
だ
ろ
う
と
い
っ
た
感
じ
で

す
。
大
雪
に
備
え
て
い
ろ
い
ろ
準
備
し
た
人
た

ち
も
拍
子
抜
け
し
て
る
の
で
は
な
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で
し
ょ
う

か
。と
書
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出
そ
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と
思
っ
て
い
た
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端
、や
っ

て
き
ま
し
た
寒
波
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昔
か
ら「
も
ず
の
は
や
に
え
」や「
カ
マ
キ
リ

の
産
卵
」な
ど
で
積
雪
を
予
想
す
る
な
ん
て

い
っ
た
話
が
あ
り
ま
す
が
、福
井
の
奥
越
の
方

で
は
、カ
メ
ム
シ
が
大
量
発
生
し
た
年
は
、大
雪

に
な
る
と
い
わ
れ
る
そ
う
で
す
。
根
拠
は
不
明

で
す
が
、皆
さ
ん
は
ど
う
思
い
ま
す
か
？
気
に

な
る
人
は
、来
シ
ー
ズ
ン
確
か
め
て
み
て
く
だ

さ
い
。

休
日
当
番
医

注
）
診
察
時
間
は
、
午
前
９
時
～
午
後
５
時
で
す
。	

注
）
都
合
に
よ
り
医
療
機
関
が
変
更
に
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
の
で
、

受
診
前
に
電
話
や
新
聞
な
ど
で
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

人口と世帯
（1月1日現在）

2
月
19
日（
日
）	

橘
医
院	

☎
３
６ｰ

０
０
１
５

2
月
26
日（
日
）	

渡
辺
内
科
医
院	

☎
３
４ｰ

５
５
１
５

3
月
4
日（
日
）	

織
田
病
院	

☎
３
６ｰ

１
０
０
０

3
月
11
日（
日
）	

藤
田
医
院	

☎
３
４ｰ

０
０
４
４

★宮崎分館　利用状況（4月～ 12月）報告★
　4月1日に、宮崎コミュニティセンター内に開館した宮崎分館の利用状況です。
　※昨年の4月～ 12月の利用状況は、貸出冊数4,207冊、貸出人数1,230人でした。　　　   〔貸出冊数〕

〔貸出人数〕

移動利用者とは…
　宮崎小学校に本と貸出用のパソコンを持って行き、児童の皆さんに貸出をしてます。
ランチルームに約300冊の本を並べ、児童の皆さんが直接手にとって選んでいます。

宮崎分館では、保育所でのブックトーク
（本の紹介）や、図書館での読み聞かせも
行っています。

4月～ 12月に宮崎分館
が町外の図書館から借
りた本は、約90冊です。

相互貸借とは…
　県内および北陸の図書館は、県立図書館を通じて、本の貸し借りを行っています。宮
崎分館が所蔵していない本を、他の図書館から借りたり、逆に貸出したりします。宮崎
分館には、毎週水曜日に県立図書館が契約した宅配業者からの便があります。

団体利用者とは…
　保育所やディサービスなどの施設に、要望のあった冊数の本を図書館職員が選んで、
月１回、貸出しています。
　学校から依頼のあった「テーマ」の図書を選び、貸出することもあります。

寒さの厳しい季節、図書館を上手に利用して
楽しい時間を過ごしてくださいね。

４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 10月 11月 12月 合　計
館内利用者 1,596 1,515 1,418 1,730 1,649 1,439 1,445 1,418 1,154 13,364
移動利用者 0 228 170 130 0 0 157 111 0 796
相 互 貸 借 7 6 6 5 5 2 7 11 8 57
団体利用者 10 234 31 32 36 168 77 117 33 738
合　　 計 1,613 1,983 1,625 1,897 1,690 1,609 1,686 1,657 1,195 14,955

４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 10月 11月 12月 合計
館内利用者 420 399 394 470 438 380 394 364 300 3,559
移動利用者 0 67 50 43 0 0 48 32 0 240
相 互 貸 借 5 6 4 5 5 2 7 7 4 45
団体利用者 1 5 3 2 4 7 11 8 5 46
合　　 計 426 477 451 520 447 389 460 411 309 3,890

越前分館よりお知らせ。
　蔵書点検のため、2月27日（月）～ 29
日（水）の3日間、図書館は、お休みです。
　ご迷惑をおかけしますが、よろしくお
願いします。
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人　口	 23,774人

　男	 11,488人
　女	 12,286人
世帯数	 7,283戸

（前月より32人減）

拠り所失くし彷徨う片羽鳥　　　　　	 木下百合子
佛前が喜怒哀楽の拠り所　　　　　　　	 原　　榮子拠り所なくしてからの不眠症　　　　関谷　美和子



えちぜんカレンダー 2月15日～3月15日

生後３か月以上６か月未満 町内の指定医療機関 
対　　象　　者 場　　　　所

ＢＣＧ予防接種

生後３か月以上７歳６か月未満 町内の指定医療機関
対　　象　　者 場　　　　所

三種混合予防接種

（第１期）生後12か月以上24か月未満
（第２期）H17.4.2～H18.4.1
（第４期）H 5 .4.2～H 6 .4.1

町内の指定医療機関

対　　象　　者 場　　　　所
麻しん・風しん混合予防接種（MRワクチン）

おはなしひろば

町立図書館織田分館　児童コーナー
場　　　　所

毎月第２土曜日
実施日

14：00～14：30
時　　間

朝 日 西 保 育 所
朝 日 中 央 保 育 所
朝 日 南 保 育 所
宮 崎 中 央 保 育 所
小 曽 原 保 育 所
朝 日 北 保 育 所
あ さ が お 保 育 園
城 崎 南 保 育 所
西 徳 寺 保 育 園
四 ヶ 浦 保 育 園
た い ら 保 育 園
は ぎ の 保 育 園
陶 の 谷 保 育 所
織 田 保 育 所

34－0081
34－5602
34－1614
34－1762
34－1110
32－2067
32－2039
39－1801
37－1354
37－0305
36－0251
36－0396
32－3014
36－0160

実　施　日 場　　　所 電話番号
なかよしひろば（園開放）

※時間・内容などについては各保育所（園）にお問合せください。
※参加する児童は保険に加入しないため、安全管理は保護者の責任でお願いします。

2月 7 日（火）
2月10日（金）
2月14日（火）
2月16日（木）
2月15日（水）
2月21日（火）
2月22日（水）
常 　 　 時
常 　 　 時
毎 日 午 前 中
毎 日 午 前 中
毎 日 午 前 中
毎 日 午 前 中
毎 週 木 曜 日

消費者生活ホットライン ☎0570ｰ064ｰ370
納税のお知らせ

固定資産税　第4期
国民健康保険税　第8期
納期限 2月29日（水）
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月 日 行　　事　　名 時　　間 場　　　　　所
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15日（水） 子育てサロン ９：３０〜１１：００ 越前町社会福祉センター（西田中）

16日（木）
精神科医師によるこころの健康相談
＊予約制：丹南健康福祉センター　健康増進課　☎51-0034 １３：３０〜　　　 丹南健康福祉センター（鯖江郵便局隣）

1歳6か月児健診 １３：３０〜１４：３０ 朝日保健センター

17日（金） 子育てサロン ９：３０〜１１：００
越前町社会福祉センター（西田中）

20日（月） 結婚相談 １３：００〜１６：００  

21日（火） 心配ごと相談 １３：００〜１６：００ 越前地域福祉センター（梅浦）

22日（水）
離乳食教室 9：3０〜１0：００ 朝日保健センター

子育てサロン ９：３０〜１１：００ 越前町社会福祉センター（西田中）

23日（木） 離乳食教室 9：3０〜１0：００ 織田保健福祉センター

24日（金）

子育てサロン ９：３０〜１１：００ 越前町社会福祉センター（西田中）

心配ごと相談 １３：００〜１６：００ 織田コミュニティセンター

1歳6か月児健診 １３：３０〜１４：３０ 織田保健福祉センター

27日（月） 結婚相談 １３：００〜１６：００  越前町社会福祉センター（西田中）

28日（火） こころと福祉の移動相談会	
＊予約制：保健衛生課　☎34-8710 １３：３０〜１４：３０ 越前地域福祉センター（梅浦）

29日（水） 子育てサロン ９：３０〜１１：００ 越前町社会福祉センター（西田中）

月 日 行　　事　　名 時　　間 場　　　　　所

3

1日（木） 精神科医師によるこころの健康相談
＊予約制：丹南健康福祉センター　健康増進課　☎51-0034 １３：３０〜　　　 丹南健康福祉センター（鯖江郵便局隣）

2日（金） 子育てサロン ９：３０〜１１：００
越前町社会福祉センター（西田中）

5日（月） 結婚相談 １３：００〜１６：００  

6日（火） 心配ごと相談 １３：００〜１６：００ 宮崎コミュニティセンター（江波）

7日（水） 子育てサロン ９：３０〜１１：００ 越前町社会福祉センター（西田中）

9日（金）
離乳食教室 9：3０〜１0：００ 朝日保健センター

子育てサロン ９：３０〜１１：００

越前町社会福祉センター（西田中）
12日（月） 結婚相談 １３：００〜１６：００  

13日（火）

心配ごと相談 １３：００〜１６：００

行政相談 １３：００〜１６：００

2歳児歯科健診 １３：３０〜１４：３０ 朝日保健センター

14日（水） 子育てサロン ９：３０〜１１：００ 越前町社会福祉センター（西田中）
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